
１．はじめに

歴史的砂防施設の中には，現役の防災施設として地域

を土砂災害から守りながら，地域の歴史や災害との付き

合い方を現在に伝える文化財として，また，観光資源と

して地域の活性化のために活用されている施設がある。

文化財保護法第一条には，「文化財を保存し，且つ，そ

の活用を図り，もって国民の文化的向上に資するともに，

世界文化の進歩に貢献すること」とあり，保存と並び活

用についても，文化財とすることの意義の１つとして，

位置づけられている１）。歴史的砂防施設については，他

の文化財や土木遺産と異なり，山奥にあって，意匠性に

乏しく，自然と同化したようなものであり，概して人目

につきにくいものである２）。それを踏まえ，歴史的砂防

施設を「歴史遺産」，「地域活性化の核」として十分活用

するためには，施設が有する価値に留意し，それを引き

出す工夫が必要である。歴史的砂防施設の活用を考える

上では，施設を「見る」，「学ぶ」という来訪者の体験を

基本とし，活用の考え方とその内容を活用計画として取

りまとめておくことが重要である２）。

歴史的砂防施設の活用については，アンケートから利

活用実態を調査した事例では，必ずしもその価値を十分

に認識して活用が行われているわけではないことが指摘

されている２）。利活用施設の整備による来訪者の増加の

傾向が見られるが，地域活性化までの効果は明らかでは

なく，アクセスなどへの配慮や広報・PR活動が不足し

ているという傾向が見られる。また，施設管理にボラン

ティアが参加して活動しているといった活用事例は少な

く，計画段階から住民と連携を図る必要があることにつ

いても，まだ取り組みが不足しているといった結果が報

告されている２），３）。そのような状況の中で，歴史的砂防

施設を有する地域において，活用計画に基づいて歴史的
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Abstract
While still protecting the area from sediment-related disasters as active facilities, historical sabo facilities are also used
as outdoor educational opportunities that convey the local history along with how to deal with disasters, and are used as
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砂防施設を中心とした活動やイベントを開催し，多くの

人々が砂防施設を訪れ，地域活性化につなげている事例

がある４），５）。

本研究では，新潟県における歴史的砂防施設の代表事

例であり，いずれも登録有形文化財に登録されている新

潟県の万内川・日影沢（妙高市）と鎌倉沢川（南魚沼市）

を対象とした（図－１）。この２つの歴史的砂防施設は，

利活用状況が異なっており，これまでの歴史的砂防施設

の建設経緯および技術的背景に関する研究成果６）～９）に基

づき，歴史的砂防施設の利活用における施策や課題につ

いて，アンケート・ヒアリング調査から明らかにする。

それらを基に，歴史的砂防施設の利活用について，持続

可能な施設の保存活用，維持管理，地域活性化のあり方

について考察した。

２．歴史的砂防施設の利活用の現状について

これまで，新潟県の登録有形文化財に登録された歴史

的砂防施設を対象に，活用計画の策定状況や，施設管理

者や地域住民の利活用の取り組み状況が報告されてい

る６）～９）。

万内川・日影沢は，２００３（平成１５）年登録有形文化

財に登録後，活用計画に基づき砂防施設を中心に地域活

性化に取り組んでいる。また，鎌倉沢川は，２０１１（平成

２３）年の豪雨災害を契機に歴史的砂防施設としての価値

が再認識され，石積堰堤の保存に配慮した復旧工事を実

施し，登録有形文化財に登録されている。両砂防施設の

技術的特徴および利活用状況を表－１に，砂防事業と利

活用に関する年表を表－２に整理した。

２．１ 万内川・日影沢（新潟県妙高市）

万内川・日影沢は，１９２１（大正１０）年に新潟県で初

めて砂防工事が実施され，複数の砂防堰堤が建設された９）。

長い年月をかけて建設された砂防堰堤は，２００３（平成

１５）年登録有形文化財に登録され，文化財として保存（石

積堰堤の補修・維持管理）と活用（歴史的砂防施設によ

る地域活性化・防災教育の推進）が進められている。

万内川・日影沢では，表－１，２に示すように地域

住民によるワークショップや新潟県が設置した保存・活

用検討委員会における議論を経て，活用計画（案）が

２００４（平成１６）年に策定されている。地域住民の万内

川・日影沢歴史的砂防施設に対する思い（ニーズ）は，

知ってもらいたい， 来てもらいたい， 体験しても

らいたい， 維持していきたい，の４点であり，活用計

画（案）は，歴史的砂防施設を中心に，訪れる人々が「周

辺の自然・集落・田園全体を知って・見て・体験しても

らう計画」とするとともに，地域の思い・市のまちづく

り理念に基づき策定されている（図－２）６），７）。

図－３に万内川・日影沢の歴史的砂防施設と周辺図を

示す１０）。万内川・日影沢は，万内川本川を中心に砂防施

設に近づける広場や通路，案内看板等が設置され（図－

４），合流する日影沢は建設当時の状態で施設が残ってい

る（図－５）。下流には万内川砂防公園があり，市民の憩

いの場となっている。万内川・日影沢では，活用計画に

基づき様々な取り組みが実施されており，特に，２００３（平

成１５）年に登録有形文化財になった後，２００４（平成１６）

年から毎年８月に開催されている万内川砂防公園サマー

フェスティバルは，歴史的砂防施設を活用した取り組み

の中心となっている（図－３）。本イベントは，地域住民

や自治体職員（新潟県，妙高市），ボランティア団体「万

内川砂防公園ファン倶楽部」の手によって行われ，毎年

１，０００名を超える来場者があり，地域の夏休みイベント

として定着している。また，万内川砂防公園は「道の駅

あらい」を拠点としたサイクリングコースの通過地点と

施設名 万内川・日影沢 鎌倉沢川
水系 関川水系 信濃川水系
所在地 新潟県妙高市 新潟県南魚沼市

事業開始時期 １９２１年（大正１０年） １９２７年（昭和２年）
主な指導技術者 池田圓男 赤木正雄

技術的特徴

コンクリート使用
・基幹砂防堰堤における粗石コ
ンクリートの使用，空石積砂
防堰堤主体

・練石積（粗石コンクリート）砂
防堰堤主体

本堤形状
・施設により形状（天端幅，下
流法勾配等）が異なっている

・本堤の下流法勾配が２分で統一

施設配置

・上流域における堰堤工中心
・支川日影沢における階段式床
固工群と空石積斜工

・上流の堰堤工群と中下流の砂防
流路工の一体整備

・山腹水抜工，水路工等の地すべ
り対策

土砂処理方針
・上流域における渓間工事にお
ける土砂流出防止

・上流域からの土砂流出防止と下
流域における土砂・氾濫対策

利活用状況

登録有形文化財
の登録施設

あり
（平成１５年）

あり
（平成２７年）

利活用計画
あり

（万内川及び日影沢歴史的砂防施設
保存活用検討委員会）

あり
（新潟県）

活動団体
あり

（万内川砂防公園ファン倶楽部）
なし

拠点施設
あり

（万内川砂防公園）
あり

（かまくら桜ヶ丘公園）

イベント開催
あり

（万内川砂防公園サマーフェスティバル）
なし

表－１ 万内川・日影沢および鎌倉沢川歴史的砂防施設の技
術的特徴と利活用状況

Table１ Technical feature and utilization of historic sabo
facilities at Bannai Riverr , Hikagesawa and
Kamakurasawa River

図－１ 位置図
Fig．１ Location map
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して看板が設置されるなど，地域の観光振興にも寄与し

ている。

２．２ 鎌倉沢川（新潟県南魚沼市）

鎌倉沢川は，新潟県における２番目の砂防事業として，

１９２７（昭和２）年から工事が始まり，複数の石積砂防堰

堤と流路工が建設された９）（図－６）。砂防事業の開始から

８０年余り，土砂災害から地域の安全を守ってきたが，

２０１１（平成２３）年７月新潟・福島豪雨により多くの施

設が被災した（図－７）１１）。新潟県は，復旧後の文化財登

録を見据え，施工当時の外観保持，石積技術の保存を行

いつつ復旧工事を実施し，２０１４（平成２６）年度に概成

し，２０１５（平成２７）年８月に８基の砂防施設が登録有

形文化財に登録された（図－６）。特に２０１１年の豪雨災

害による被災後，歴史的砂防施設の保存と活用に向けて，

専門家および地域住民，県・市職員から構成される意見

交換会を開催し，当該施設の補修・保存及び利活用方法

について検討を実施し，復旧工事と利活用に反映してい

る。活用計画は策定されていないが，歴史的砂防施設保

存・活用ガイドライン１２）を参考に，活用段階を４段階に

分け，歴史的砂防施設を活用するためのハードおよびソ

フト対策の内容を整理し，歴史的砂防施設の利活用を進

めている。鎌倉沢川には，歴史的砂防施設群より下流に

天井川だった旧河道と２０号床止（１９３４（昭和９）年建

設）が残る「かまくら桜ケ丘公園」があり（図－８），看

板等により鎌倉沢川砂防の歴史について学べるようにな

っている。現在，施設管理者である新潟県南魚沼地域振

興局が中心となり，案内看板の整備などのハード対策の

ほか，公共施設等におけるパネル展示や，地域の小中学

生を対象とした現地学習会等を開催している１３）（図－９）。

和暦 西暦 万内川・日影沢 鎌倉沢川

明治３５年 １９０２年 粟立山崩壊（山のげ）発生 ※上流域は地すべり地帯で恒常的に土砂流出が活発（洪水多発）

大正９年 １９２０年 鎌倉沢川下流の河川改修工事開始

大正１０年 １９２１年 万内川砂防工事着手

大正１２年 １９２３年 日影沢砂防工事着手

大正１４年 １９２５年 鎌倉沢川下流の河川改修工事完了

大正１５年 １９２６年 鎌倉沢川砂防工事測量着手

昭和２年 １９２７年
新潟県万内川砂防事務所設置 鎌倉沢川砂防工事着手

新潟県鎌倉沢川砂防工事事務所設置

昭和１０年 １９３５年 鎌倉沢川砂防工事完了

昭和１１年 １９３６年 砂防記念碑建立

昭和１８年 １９４３年 新潟県新井砂防事務所設置

昭和５７年 １９８２年 西野谷八十年のあゆみ発行（西野谷地区）

平成６年 １９９４年 かまくら桜ヶ丘公園完成

平成１４年 ２００２年 輝け未来山のげから百年発行（西野谷地区）

平成１５年 ２００３年 万内川・日影沢歴史的砂防施設が登録有形文化財に登録

平成１６年 ２００４年

第１回万内川砂防公園サマーフェスティバル開催（毎年開催）
万内川・日影沢歴史的砂防施設保存活用委員会設置
（利活用計画（案）の策定）
講演会開催（歴史的砂防施設を活かした地域づくり）

平成１７年 ２００５年

万内川砂防公園ファン倶楽部設置
歴史的砂防施設現地ツアー開催
ふんごみなえシンポジウム開催
登録有形文化財パネル展開催

平成１８年 ２００６年 妙高はね馬サイクリング同時開催

平成２０年 ２００８年 鎌倉沢川歴史的砂防施設調査・測量を実施

平成２３年 ２０１１年
新潟・福島豪雨災害により被災
復旧に向けた関係者による意見交換会の開催

平成２５年 ２０１３年 登録有形文化財登録１０周年記念式典開催

平成２６年 ２０１４年 災害復旧工事完了

平成２７年 ２０１５年 鎌倉沢川歴史的砂防施設が登録有形文化財に登録

平成３０年 ２０１８年 鎌倉沢川歴史的砂防施設に案内看板設置

令和元年 ２０１９年 第１６回万内川砂防公園サマーフェスティバル開催 かまくら桜ヶ丘公園案内看板リニューアル

表－２ 万内川・日影沢および鎌倉沢川の砂防事業と利活用の歴史
Table２ History of sabo construction and utilization at Bannai River, Hikagesawa and Kamakurasawa

図－２ 歴史的砂防施設の活用方針（万内川・日影沢）６）

Fig．２ Utilization policy of historical sabo facilities
（Bannai River & Hikagesawa）

澤ら：新潟県における歴史的砂防施設の利活用の現状と保存活用に関する課題について
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３．歴史的砂防施設の利活用状況に関する調査

３．１ 調査内容

３．１．１ 住民に対するアンケート調査

１）万内川・日影沢におけるアンケート調査

２０１６（平成２８）年に万内川・日影沢歴史的砂防施設

において，施設の下流に位置する妙高市西野谷地区およ

び西野谷新田地区の住民を対象に利活用に関するポス

ティング方式によるアンケート調査を実施した。配布数

は５３世帯で３８世帯からの有効回答があり，有効回答率

は７２％であった１３），１４）。設問項目を表－３に示す。設問項

目数は２４である。

２）鎌倉沢川におけるアンケート調査

２０１８（平成３０）年に鎌倉沢川歴史的砂防施設の下流

の扇状地上に広がる南魚沼市吉里地区，思川地区，片田

地区の住民に対し，集落の上流にある歴史的砂防施設の

認知度や登録有形文化財の登録，今後の利活用の要望等

について，ポスティング方式によるアンケート調査を実

施した１４）。配布世帯数は２３６世帯であり，１４１世帯から

の有効回答があり，有効回答率は６０％であった。設問

項目を表－４に示す。設問項目数は２１である。

３．１．２ イベント参加者に対するヒアリング調査（万内

川・日影沢）

万内川・日影沢については，２０１８（平成３０）年８月

１１日に，毎年８月に実施されている「万内川砂防公園

サマーフェスティバル」の参加者に対し，イベントへの

参加前・参加後で対面型ヒアリング方式のアンケート調

査を実施した１４）～１６）。回答者数は，イベント開始前１０６名，

図－３ 万内川・日影沢歴史的砂防施設の周辺図１０）

Fig．３ Area map of the Bannai River and Hikagesawa Sabo Facility

図－４ 万内川一号堰堤（１９２５（大正１４）年完成）
Fig．４ Bannai River No．１sabo dam（Completed in１９２５）

図－５ 日影沢床固工群（１９２６（大正１５）年頃完成）
Fig．５ Hikagesawa groundsels（Completed around１９２６）
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イベント後６９名，合計１７５名から回答を得た。設問項

目を表－５に示す。設問項目数は，イベント前８，イベ

ント後１０である。

３．１．３ 関係者に対する聞き取り調査

万内川・日影沢および鎌倉沢川の歴史的砂防施設につ

いて，施設管理者や地域住民，小中学校，観光施設関係

者等を対象に，聞き取り調査を実施している１３）。聞き取

り内容は，歴史的砂防施設に対する意見や感想，関わり

方や利活用のあり方，問題点・課題等についてである。

対象施設ごとの聞き取り調査対象を表－６に示す。

３．２ 調査結果

３．２．１ 住民に対するアンケート調査

１）基本属性

３．１．１で述べた万内川・日影沢および鎌倉沢川におけ

る住民に対するアンケート調査について，回答者の基本

図－６ 鎌倉沢川歴史的砂防施設の周辺図
Fig．６ Area map of the Kamakurasawa River Sabo Facility

図－７ 豪雨による被災状況（鎌倉沢川）
Fig．７ Damage caused by heavy rain（Kamakurasawa River）

図－９ 歴史的砂防施設を利用した現地学習会（鎌倉沢川）８）

Fig．９ Field study session using a historical sabo facility
（Kamakurasawa River）

図－８ かまくら桜ケ丘公園（鎌倉沢川）
Fig．８ Kamakura Sakuragaoka Park（Kamakurasawa River）

澤ら：新潟県における歴史的砂防施設の利活用の現状と保存活用に関する課題について
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属性を表－７，８に示す。両対象箇所ともに，回答者

の５０％以上が６０歳以上の高齢者であり，居住年数が

２０年以上の回答者が９０％を超えている。

２）登録有形文化財の認知度

歴史的砂防施設の登録有形文化財登録については，万

内川・日影沢では９２％（回答数：３５／３８）という高い割
合で認知されている。一方，鎌倉沢川では６０％（回答

数：８４／１４１）にとどまっている（図－１０）。鎌倉沢川で
は，８１％（回答数：１１４／１４１）の住民が集落の上流に砂
防施設が存在することは認識しており，砂防施設が登録

有形文化財に登録されていることを知らない住民が多く

存在している。万内川・日影沢と鎌倉沢川における登録

有形文化財の認知度の差については，χ二乗検定を行い
確認した。その結果，P値＜０．００１となり，万内川・日

影沢と鎌倉沢川では登録有形文化財の認知度には有意な

差がある。

万内川・日影沢では，２００３（平成１５）年に登録有形

文化財に登録されており，登録から１７年経過している。

鎌倉沢川は，２０１５（平成２７）年に登録有形文化財に登

録されており，登録から５年経過している。２．１で述べ

たように万内川・日影沢では，登録有形文化財の登録直

後から，歴史的砂防施設周辺の整備（公園・遊歩道整備，

案内看板設置等）が進められるとともに，ホームページ

や広報資料による対外的な情報発信を積極的に実施して

いる。万内川砂防公園サマーフェスティバルが毎年開催

されており，砂防施設を PRする様々な取り組みが地域

住民を中心として，定期的に行われている。一方，鎌倉

沢川についても，２０１５（平成２７）年の登録有形文化財

登録後，新潟県および南魚沼市ホームページによる周知，

広報資料の配布，案内看板の設置，見学会の開催等が行

われているが，砂防施設の管理者である新潟県による取

り組みが中心となっている。このように歴史的砂防施設

への地域の関与に差が見られる。

３）河川への興味・関心の有無

歴史的砂防施設が設置されている河川への興味・関心

について，家族・知人と川を話題に話をするか尋ねたと

ころ，万内川・日影沢では８７％，鎌倉沢川では５９％の

住民が話題にすると回答した（図－１１）。万内川・日影

沢の住民の方が河川に関する関心が高い傾向があった。

万内川・日影沢と鎌倉沢川のそれぞれの地区における

分類 主な設問内容

基本属性
過去の災害

性別，年齢，家族構成，職業，居住期間
過去の災害に関する知識

万内川との関わり 万内川に関する話題・会話について

利活用
万内川砂防公園
イベント（サマーフェスティバル）

公園利用頻度，利用状況
参加状況，評価，課題

登録有形文化財 認知度

砂防事業への評価 内容，評価している点

今後の課題 砂防施設及び地域の課題，利活用の課題

分類 主な設問内容

基本属性
鎌倉沢川との関わり

性別，年齢，家族構成，職業，居住期間
歴史的砂防施設の存在認知度
鎌倉沢川に関する話題・会話について
災害復旧工事について

利活用（かまくら桜ヶ丘公園） 公園利用頻度，利用状況，上下流の関係

登録有形文化財 認知度

砂防事業への評価 内容，評価している点

今後の課題 利活用の必要性，利活用の課題

イベント前 回答形式 イベント後 回答形式

性別 単一選択 性別 単一選択
年齢 単一選択 年齢 単一選択
グループ構成 単一選択 グループ構成 単一選択
居住先 単一選択 居住先 単一選択
参加回数 単一選択 参加回数 単一選択
開催の情報源 複数選択可 開催の情報源 複数選択可
「砂防」の認知度 単一選択 「砂防」の認知度 単一選択
楽しみにしているイベント 複数選択可 体験の共有について 単一選択

参加してよかったイベント 複数選択可
意見など 自由口述

歴史的砂防施設 聞き取り調査対象

妙高砂防事務所（施設管理者，新潟県）

妙高市建設課

万内川・日影沢 地域住民（西野谷地区，地域団体代表）

観光施設関係者

小中学校（妙高市立新井小学校・新井中学校）

南魚沼地域振興局地域整備部（施設管理者，新潟県）

鎌倉沢川 地域住民（地元建設会社代表）

小学校（南魚沼市立六日町小学校・塩沢小学校）

年齢

２０～２９歳３０～３９歳４０～４９歳５０～５９歳６０～６９歳７０歳以上

全体
値
％

２
１％

８
４％

１４
８％

３１
１７％

６６
３７％

５８
３２％

万内川
・日影沢

値
％

１
３％

０
０％

４
１１％

６
１６％

１５
３９％

１２
３２％

鎌倉沢川
値
％

１
１％

８
６％

１０
７％

２５
１８％

５１
３６％

４６
３３％

居住歴

５年未満 ５～２０年 ２０年以上

全体
値
％

３
２％

１３
７％

１６３
９１％

万内川
・日影沢

値
％

１
３％

１
３％

３６
９５％

鎌倉沢川
値
％

２
１％

１２
９％

１２７
９０％

表－３ アンケート調査の設問内容（万内川・日影沢）
Table３ Questionnaire survey（Bannai River & Hikagesawa）

表－６ 聞き取り調査対象
Table６ Target of interview survey

表－７ アンケート調査の基本属性（年齢）
Table７ Basic attributes of questionnaire respondents（Age）

表－４ アンケート調査の設問内容（鎌倉沢川）
Table４ Questionnaire survey（Kamakurasawa River）

表－８ アンケート調査の基本属性（居住年数）
Table８ Basic attributes of questionnaire respondents

（Years of residence）

表－５ アンケート調査の設問内容（万内川・日影沢：イベ
ント前後）

Table５ Questionnaire survey（Bannai River & Hikagesawa）
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河川への興味・関心の有無の差について，χ二乗検定に
よる検定を行い確認した。その結果，P値＜０．００１とな

り，万内川・日影沢と鎌倉沢川では，河川への興味・関

心の有無には有意な差がある。地域を流れる河川への興

味・関心の有無については，日常からの河川の関わり方

や回答者の居住環境（立地）と関係があると考えられる。

万内川・日影沢では，歴史的砂防施設の利活用を含め，

日常生活において，河川と関わる世帯が多いものと推測

される。一方，鎌倉沢川については，アンケート調査対

象とした集落が鎌倉沢川の扇状地上で比較的広い範囲で

あったことから，住居が川から離れ日常生活において川

と関わりが少ない世帯の割合が多かったことも影響して

いる。

４）砂防事業に対する評価

砂防事業に対する評価については，両対象箇所ともに

「大変評価できる」，「まあまあ評価する」を合わせた肯

定的な回答が９割を占めた。万内川・日影沢と鎌倉沢川

では，砂防事業に対する評価の差について，χ二乗検定
を行い確認した。その結果，万内川・日影沢と鎌倉沢川

では，砂防事業に対する評価に差があるとは言えず，と

もに砂防事業に対する評価は高いと推測できる結果とな

った（図－１２）。万内川・日影沢では，砂防事業に対す

る評価の具体的な内容について，「防災・土砂災害の防

止」「歴史的価値」「地域活性化への貢献」が多い（図－

１３）。鎌倉沢川では，万内川・日影沢と同様に「防災・

土砂災害の防止」の評価が最も多く，「用水の確保」や

図－１０ 砂防施設の登録有形文化財の認知度
Fig．１０ Awareness of registered tangible cultural properties

図－１２ 砂防事業の評価
Fig．１２ Evaluation of sabo works

図－１１ 河川への興味・関心の有無
Fig．１１ Interest in rivers

図－１３ 砂防事業に対する評価の内容
（万内川・日影沢，n＝３７，複数回答）

Fig．１３ Evaluation of sabo works（Bannai River & Hikagesawa,
n＝３７, Multiple answers）

図－１４ 砂防事業に対する評価の内容
（鎌倉沢川，n＝１３５，複数回答）

Fig．１４ Evaluation of sabo works（Kamakurasawa River, n＝１３５，
Multiple answers）

澤ら：新潟県における歴史的砂防施設の利活用の現状と保存活用に関する課題について
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「農地農道の保全」が続く（図－１４）。鎌倉沢川が地域の

農業にとって重要な役割を担っていることと，２０１１年

に発生した豪雨災害による被害と砂防施設の効果の影響

を受けている回答と推測される。

５）砂防施設の利活用の必要性

鎌倉沢川では，砂防施設の利活用の必要性について調

査しており，回答者の８５％（回答数１１４／１３５）が歴史的
砂防施設の利活用が必要であると回答している（図－１５）。

また，利活用の内容として，「歴史的砂防施設の PR」，「防

災教育の場としての利用」，「技術伝承の場としての活用」

の回答が多かった。なお，万内川・日影沢については，

「今後地域活性化に必要なこと」として，「行政の支援」，

「砂防施設の PR実施」，「イベントの開催」，「住民と行

政の連携」などが挙がっている８）。

３．２．２ イベントによる砂防および歴史的砂防施設に対

する認識の変化

万内川・日影沢において，３．１．２で述べたイベントの

前後で実施したアンケート調査の結果１４），１６），イベントへ

の参加経験については，初めてイベントに訪れた人と複

数回訪れた人の割合は，ほぼ半数となった。その中で，

イベント前後で「砂防」という言葉を知っているか尋ね

たところ，イベント前に７１％の来訪者が知っていると

答えたのに対し，イベント後に知っていると答えた来訪

者の割合は１９％増加している（図－１６）。また，イベン

ト会場の上流にある歴史的砂防施設が登録有形文化財に

登録されていることについて尋ねたところ，イベント前

には７４％の来訪者が登録有形文化財であることを知ら

なかったが，イベント後に登録有形文化財の認識度は

４９％増加している（図－１７）。このことから，イベント

開催による砂防および歴史的砂防施設の登録有形文化財

登録の認識度の向上については，一定の効果があると言

える。一方，イベント前後のアンケート結果から，参加

者は魚のつかみ取りや川遊びといったレクリエーション

の場（夏休みの遊び場）として認識が強く，防災や砂防

を学ぶ場としての認識は高くない。

３．２．３ 歴史的砂防施設に関する関係者への聞き取り調

査結果

３．１．３で述べた歴史的砂防施設に関する関係者への聞

き取り調査結果について，主な内容と発言者を以下に

示す。

１）万内川・日影沢

サマーフェスティバル等の利活用に向けた取り組み

に関しては，最初は県や市が主体ではあったが，徐々

に地元住民主体の取り組みになってきた（新潟県）。

サマーフェスティバル開始のきっかけは，登録有形

文化財への登録と地元住民の知ってもらいたい，語

り継ぎたいという強い思いがあった（新潟県）。

高齢化の問題はあるが，高齢者も元気でまだやれる

と考えている。（サマーフェスティバルについて）

徐々に若者への引き継ぎが行われている部分もある

（妙高市）。

過去の歴史的砂防施設に関する式典には，集落の全

世帯が参加しており，砂防施設やその歴史，価値に

ついて認知度は高い（妙高市）。

砂防施設周辺の草刈りなどの維持管理を年１回実施

しており，地域の評価もよい（妙高市）。

図－１６「砂防」の認識度（万内川・日影沢）
Fig．１６ Recognition of Sabo as a word（Bannai River &

Hikagesawa）

図－１７ 登録有形文化財についての認識度（万内川・日影沢）
Fig．１７ Awareness of registered tangible cultural properties

（Bannai River & Hikagesawa）

図－１５ 歴史的砂防施設の利活用の必要性（鎌倉沢川，n＝
１３５）

Fig．１５ Necessity of utilizing historical sabo facilities
（Kamakurasawa River, n＝１３５）

砂防学会誌 Vol．７４ No．３（３５６）September２０２１

―２２―



歴史的砂防施設を中心とした地域の活性化のため組

織（万内川砂防公園ファン倶楽部）を立ち上げた（妙

高市西野谷地区）。

実際に災害を体験していなくてもその様子を伝えて

いく必要があるということで，自費で（集落で）記

念誌を発行した（妙高市西野谷地区）。

サマーフェスティバルの参加人数（来訪者数）より

も，イベント開催に向けた準備などの過程が重要で

ある（妙高市西野谷地区）。

地元小学生や他地域の住民団体を招待して歴史的砂

防施設の見学会や，地元観光施設における見学ツ

アーを開催した（妙高市観光施設）

新潟県では「防災教育プログラム」による防災教育

を行っている。教材に万内川・日影沢の内容が取り

入れられるとよい（妙高市内小学校）。

小中学校の統廃合により砂防施設に近い学校が閉鎖

され，土砂災害を学ぶ機会が減っている（妙高市内

小学校）。

教育現場で砂防や土砂災害に関する教材を作成する

ことは難しい。教材として使用できる資料（パンフ

レット等）が欲しい（妙高市内中学校）

２）鎌倉沢川

小中学校を対象とした砂防施設の見学会を実施して

いる。砂防施設の効果を知ってもらう機会を作る。

砂防技術の伝承や広報・PR手段として，歴史的砂

防施設を活用していきたい（新潟県）。

鎌倉沢川下流のかまくら桜ケ丘公園には愛護団体が

存在する。活動範囲を上流の歴史的砂防施設周辺に

も広げるべき。砂防施設の利活用は地元の協力が不

可欠である（南魚沼市建設会社）。

防災教育は，新潟県の「防災教育プログラム」を活

用して実施している。授業時間の確保が課題である。

鎌倉沢川は登録有形文化財の登録から日が経ってお

らず，知名度が低く，教材化が進んでいない（南魚

沼市内小学校）。

４．考察

４．１ 歴史的砂防施設の利活用に必要な施策について

歴史的砂防施設の利活用について，調査結果を基に新

潟県における代表事例である万内川・日影沢と鎌倉沢川

の比較を通じて考察を行った。

万内川・日影沢および鎌倉沢川の砂防事業は，表－２

に示す年表のとおり，大正から昭和初期にかけて始まり，

およそ９０年経過している。砂防施設はほぼ同時期に建

設されているが，その後の利活用状況は大きく異なって

いる（表－１）。アンケート調査結果から，沿川住民の年

齢および居住年数構成はほぼ同じであるが（表－７，８），

砂防施設の登録有形文化財登録の認知度や河川への興

味・関心の有無については，万内川・日影沢の住民の方

が高い割合を示した（図－１１）。この理由として，万内

川・日影沢の住民が，砂防施設の登録有形文化財への登

録以前から，地域住民による万内川砂防に関する冊子の

作成をはじめ，砂防と地域の歴史を語り継ぐ取り組みを

行ってきたこと，また，新潟県が主体となり，万内川砂

防公園等の周辺整備，登録有形文化財の登録のほか，地

域住民，市，専門家等からなる歴史的砂防施設の保存活

用に関する検討委員会による活用計画（案）を策定し（図

－１８），住民団体を設立し，それを地域一体となって実

行してきたことが挙げられる。万内川・日影沢の住民の

日頃からの川や砂防施設との関わりの深さが結果に表れ

ているものとみられる。また，利活用計画に基づき，地

域が県や市等の関係機関と連携し，定期的な防災教育の

教材としての利用や，毎年開催される歴史的砂防施設に

関するイベントである「万内川砂防公園サマーフェス

図－１８ 歴史的砂防施設の活用計画（案）（万内川・日影沢）６）

Fig．１８ Utilization plan for historical sabo facilities（Bannai River & Hikagesawa）

澤ら：新潟県における歴史的砂防施設の利活用の現状と保存活用に関する課題について

―２３―



ティバル」の開催と拠点施設の存在による影響も大きい

とみられる。

イベント開催に際しては，地域住民のボランティアに

よる砂防施設周辺の除草・清掃等の維持管理が併せて実

施されていることも，砂防施設の維持管理・長寿命化の

観点からも非常に重要である。

鎌倉沢川は，砂防施設の整備後も河川改修や流路工の

整備が進められ，土砂災害から地域を守ってきた。地域

住民の多くは，上流の砂防施設の存在について認識して

おり，河川改修の際に整備されたかまくら桜ケ丘公園は，

市民の憩いの場として，また鎌倉沢川の治水・砂防の歴

史を知ることができる場として利用されており，砂防事

業を評価する住民も多い。しかし，今回の調査で，砂防

施設の登録有形文化財登録の認知度や河川への興味・関

心の有無については，万内川・日影沢に比べて低い結果

となった（図－１１）。鎌倉沢川の歴史的砂防施設につい

ては，砂防施設が登録有形文化財に登録されてから日が

経っていないということもあるが，表－１に示すように

地域住民，県・市，ボランティア等が参加する形での利

活用計画の策定やイベントの開催は行われておらず，歴

史的砂防施設の存在や，施設が持つ歴史的，文化的価値

について，知る・関わる機会が地域住民に不足している

ことが理由として考えられる。一方，今回の調査によっ

て，歴史的砂防施設の利活用の必要性について８割が必

要と答えていることから（図－１５），住民が求める歴史

的砂防施設の利活用に関する情報提供を進めていく必要

がある。

４．２ 歴史的砂防施設の利活用に関する課題について

歴史的砂防施設の利活用状況は，地形・地質や災害履

歴等の自然特性のほか，地域社会の砂防施設や川への関

わり方などによって異なる。

利活用計画に基づき，様々な取り組みが行われている

万内川・日影沢については，地域が主体となり開催され

ているイベント（万内川砂防公園サマーフェスティバル）

の前後で実施したアンケート調査の結果１６）から，回答者

の５２％は複数回来訪し，「砂防」という言葉の認知度や

登録有形文化財の認知度の向上に貢献している（図－

１６，１７）。イベントを８月の夏休み時期に開催すること

で，帰省中の家族連れを含む若い世代に対する砂防の認

知度の向上にもつながっている。地域住民のイベントに

対する満足度は高く，２０１６（平成２８）年の調査１３）では約

９割の住民がイベントを肯定的に評価しており，毎年

１，０００名を超える来訪者が訪れることから，観光的な側

面からも地域活性化について一定の効果がある。一方，

イベント前後のアンケート結果から，防災や砂防を学ぶ

場としての認識は高くない。また，イベントは砂防公園

を中心に開催されており，歴史的砂防施設の中心である

石積砂防施設の見せ方，来訪者の誘導について課題が

ある。

鎌倉沢川では，歴史的砂防施設に対する利活用のニー

ズに対し，文化財として登録された砂防施設の歴史的・

文化的価値の内容の周知と，河川への興味・関心をいか

に高めるかが課題として挙げられる。現在施設管理者で

ある新潟県が進めている広報・周知活動（例：小中学生

を対象とした現地見学会等）を今後も進めていくととも

に，県が中心となって策定した活用計画（図－１９）の項

目を実行していく中で，地域住民が砂防施設の歴史的・

文化的価値を認識していくとともに，活動に参加してい

くことが重要である。それにより，地域活性化に必要な

こととして挙げられている「歴史的砂防施設の PR」，「防

災教育の場としての利用」，「技術伝承の場としての活用」

等の地域ニーズの実現が可能になると考えられる。

歴史的砂防施設の防災教育への利用については，地元

の小中学校がイベントや現地見学会を通じて，地域の防

災・砂防について知る機会を持っている。学校側も歴史

的砂防施設を防災教育の身近な教材として利用したい意

向は持っているが，専門的な知識に乏しく教材作成が難

しいことが課題として挙げられている。

歴史的砂防施設の利活用の持続については，人材の確

保が課題として挙げられる。地域の高齢化が進行する中

で，万内川・日影沢のようにイベントを通じて世代交代

を図る手法がとられている。鎌倉沢川のように利活用の

主体が県で住民団体が設置されていない地域では，利活

用への住民参加を促す機会を設ける必要がある。

５．まとめ

本研究では，万内川・日影沢および鎌倉沢川の事例と

して，歴史的砂防施設の利活用の現状と課題について，

図－１９ 歴史的砂防施設の活用計画（案）（鎌倉沢川）１７）

Fig．１９ Utilization plan for historical sabo facilities
（Kamakurasawa River）
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アンケート調査結果に基づき，考察を行った。結果を以

下に示す。

万内川・日影沢については，活用計画（案）（２００４

年策定）に基づき，地域と行政機関，ボランティア

等の外部団体が一体となったイベントが開催され，

地域住民・イベント参加者の砂防に対する関心が高

まり，砂防事業に対する評価も高まる傾向があるこ

とがわかった。一方で，イベント単独では，防災や

砂防について学ぶ場として不十分であることから，

イベント内容（コンテンツ）の検討や防災教育的な

内容を補完する別途手法が必要である。

鎌倉沢川については，登録有形文化財の登録から日

が浅いため，まず活用の第一段階である「知っても

らう」ことに主眼をおいた取り組みを実施していく

必要がある。現在，市および県のホームページによ

る紹介，パンフレット作成，現地案内看板の設置，

現地見学会の開催等を実施しており，砂防施設の周

辺にある砂防工事の完成を記念して建てられた「砂

防記念碑」（１９３６（昭和１１）年建立）や，河川改修

前の鎌倉沢川の流路と建設当時の古い砂防施設（第

２０号床止）が残された「かまくら桜ヶ丘公園」等，

歴史的砂防施設に関する重要な施設を活用し，地域

への周知を図り，より関わりを増やす取り組みを実

施していく必要がある。

共通の課題となる利活用の担い手不足・高齢化対策

については，歴史的砂防施設が存在する地域内にと

どまらず，外部から人材投入による活性化事例等１８）

を参考に，維持管理も考慮した持続可能な砂防施設

の利活用を進める。住民団体としての組織，拠点施

設の整備，定期的なイベント開催により，砂防施設

への関心を高め，施設周辺の除草・清掃等の維持管

理を通じて，持続可能な砂防施設の利活用が可能と

なる。

今後も，事例の調査を進め，歴史的砂防施設の利活用

による地域活性化や地域防災力の向上等の効果について，

有効な手法や取り組むべき対応項目について，研究を進

めていきたい。
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